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１．はじめに 
 微動探査法は新しい物理探査法１）であり，自然に生じている微動を観測して，地下構造をＳ波速度
構造として探査し,解析する手法である。今回の探査では，単純な堆積構造だけではなく，岩滑り
移動岩体を含む地層，断層による地層の変位または褶曲など，微動探査は複雑な地質構造に
も活用できた。 
愛媛県伊予市本郡における探査事例を紹介する。 
 
２．伊予市本郡の地質・地質構造 
 当該地には，上部鮮新統－下部更新統の郡中層が厚く堆積している。付近の地表踏査，反射法探査
によって同層内に白亜系和泉層群の岩滑り岩塊が取り込まれていることが推定できる。また，反射法
探査，地形判定およびボーリング調査から，中央構造線活断層系の米湊断層，本郡断層が北東－南西
走向にほぼ平行して分布することが報告されている。2） 
 
３．微動探査 
 米湊断層と本郡断層との間（GUN-Ａ），本郡断層付近（GUN-B）および本郡断層の南東側（GUN-C）の
３地点において，微動探査を実施した。探査深度は1,500m，複数の正三角形アレーに受震計を配置し
，約１時間自然微動を観測した。 
 
４．考察 
（１）表面波位相速度が 0.7～3.5Hz 間の周波数領域で求めることができた。各地点における位相速度
の分散性は互いに異なり，特にＡ地点とＢ，Ｃ地点とでは明瞭な違いがあり，地下構造が大きく異な
ることを示している。 
（２）分散曲線に基づき 1,200m 深度までのS 波速度構造を求めた。既往の調査資料を参照することに
より，S 波速度と地質区分との対応を下記のように整理した。 

S 波速度（㎞／s） 地質区分 
0.43～0.50        更新統上部（段丘堆積物）＋完新統（一部） 
0.70～1.15        鮮新統上部～更新統下部 
1.05～1.20        鮮新統上部～更新統最下部 
1.15           鮮新統上部～更新統下部＋白亜紀層小岩塊 
1.25～1.54        白亜紀層移動岩塊（オリストリス） 
2.1 白亜紀層（基盤） 

（３）断層の両側で基盤岩である和泉層群の深度に違いがあること（160m 南東側上昇），和泉層群上
位の郡中層の中に和泉層群の移動岩塊が介在していることが推定できる。 
（４）分散曲線の 1.1～1.7Hz 間ではいずれにも局所変化である細かい凹凸が見られるが，水平成層構
造仮定に基づく理論計算曲線ではこの区間の再現は困難であった。この部分に対応する深度を表面波
半波長として見積もると，600±50m である。この深度付近は岩質境界あるいは断層に伴う擾乱部に対
応しており，水平方向の岩質変化が著しいため，位相速度に異常が生じていると推定される。 
（５）白亜紀層移動岩塊（オリストリス）は，基盤の白亜紀層に比較すると S 波速度は少し小さい。
この原因はオリストリスが移動に伴う層面滑りによる，クラック・節理など破断の生成，あるいは風
化の影響によって S 波速度が低下したことによると推定する。 
 
5．おわりに 
今回，微動探査法により S 波速度構造を求め，同速度構造と地質・地質構造との比較検討を行った
基盤岩深度の違いから断層の有無とその位置が推定できた。また，堆積物中に含まれる移動岩塊の把
握など，複雑な地質構造も解明できた。 
微動探査は地質構造探査に有効であり，今後,特に深部探査への適用が期待できる。 
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